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明星学園では、次のような支援をポジ

イテ ィプメ ッセ ージシ ャヮーと称 して

います。

Iエピツード,1

A男 さんが、昼食時から所在不明であ

る。田んぼの水を抜いたり、農業用水の

水門を開けたり、重機や車に乗り込んだ

り、そんなことが大好きの彼であるので、

事故が起きる前に保護 しなくてはと、施

設を上げての懸命の捜索が行なわれた。

発見は夜も更けて 22時 過ぎ、さすがに

お腹が空いたのだろう、施設より3キ ロ

ほど離れた肉屋さんに、ジュースを拝借

しに入つたところ、その行動に知的障害

がある方なのではと、 b当 たりがあった

こ主人が施設に通報 してくれて、無事保

護されたのだった。足取りは、何本かの

地i或からの通報で、次第に明らかにな っ

ていくのだが、徒歩で施設から 10キ ロ

ほど離れたところまで行き、その付近で

疲れたんだろう、自転車を手に入れて、

施設の方へ戻 り始めたようだ。 しか し、

いかんせん、 A男 さんには帰り道が正確

にはわからない。懸命に戻ろうとしたの

だろうが (「しまった !早 く戻らないと叱

られる」と思っていたに違いない)、次第

に暗くもなり、困つた果てに飛び込んだ

のが、肉屋さんだ ったとぃぅゎけだ。

職員に出された支援の指示は、①施設

を飛び出 したことを絶対0七ってはいけな

い、②顔を見たら「よく帰 って来たねえ、

一生懸命戻ろうとしたんで しょ、道が分

からなくな っち ゃったんだよね。みんな

すごく 心配 したんだよ、帰 ってきて嬉 し

いよ」と伝えること、o「 何かイヤなこ

とがあつて飛び出 したんだよね。A男 さ

んが悪いんではないよ。気が付かない職

員が悪いんだからね」と伝えること、こ

の 3点 である。

長野見知的障害福祉協会会長 宮下 智 (明星学園)

〔エビツード2】

B男 さんが職員に話 しかけたのに返事

をしなか ったといぅ理由で、その職員の

車のフロン トガラスを割った。夜中のこ

とである。数ヶ月前には、コーラをおご

つてくれなか ったという理由で、やはり

その職員の車をボコボコにしている。

「B男 さん、今日は怒らないよ。親に

も言 つたり、呼んだりしない。だからお

父さんに怒られる心配は しなくていい。

車の修理代は、あなたの入 つている保険

が補償 してくれるからそれも b配 しなく

ていい。ただいつか、 N男 さんには、車

のガラスを害Jらない人になつて欲 しいん

だ。でもそれをかなえることは、 N男 さ

ん一人では難 しいことで、クラスの職員

や、園長の助けがいる。僕らも一生懸命

やる、だからあなたも一生懸命にやる、

そうすればいつか気がついたら、そうい

えば、最近車のガラスを割ってないなあ

という日が絶対来る。一緒にやっていこ

う、いい ?JB男 さんからは 「あぁJと

返答が返 った。

〔解説 l

イギリス自閉症会が発表 している自閉

症支援の骨格を示 している概念に 【SP

ELL】 がある。 S― Structu r e (構 造

化 )か ら始 ま る 支 援 の 5本 柱 の Pは

Positive approaches&expectat Ons

(肯定的な係わ りと期待)で ある。これ

を実践するためには、ネガテ ィブな行動

と忍われるものでさえも、肯定的に捉え

直すという支援職員の心構えが必要であ

る。例えば 「おとな しい、自己主張が少

ない人Jを 「何でも我慢することができ

る人、自分よりも回りを大切にする人J

と捉えなおすことができる支援力である。

たとえ小さくても、この積み重ねが、自

分を変え、必ず相手を変えていきます。
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